
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（8月 17 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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礼拝スケジュール

　　怖い夢…頻繁に見るときは、悪いやつらに見させられていると思って、
見た後はいつも「こんにゃろ～」と思っていました。先日、怖い夢を見て
目が覚めました。いつもよりはっきりと目が覚めました。最初はいつもの
ように「こんにゃろ～」と思いました。が、それと同時に私が忘れていた
大事なことを思いだしました。『大事な人に連絡をしていない』このこと
に気づいてから、夢を思い出すと、いい人ぶっていた自分が結局は一番悪
い人 !! ということに気づきました。毎日忙しくて、何となく幸せな自分。
でも、本当の問題から逃げている自分。人のせいにする自分。忙しいこと
が好きな自分。結局は、神様から離れてしまっている自分。はっとしまし
た。この夢は、神様からのメッセージだと思いました。そして、すぐに、
行けなかったその日の礼拝をパソコンで見ました。神様は完璧だ !! と語ら
れていました。将来を見据え、闘い抜かなければいけないと思いました。
Ⅰテモテ 6章 12 節「信仰の闘いを勇敢に闘い、永遠のいのちを獲得しな
さい」毎日の闘いは、神様を信じ抜く闘いでもあります。ヨハネ 20章 27
節「～信じない者にならないで、信じる者になりなさい。」私は大事なこ
とをよく忘れます。いつも、大切なことを教会の家族に気づかせてもらい
ます。礼拝に思うように行けない私は、教会の家族からの指摘が支えになっ
ていることが多々あります。その度に励まされ、歩む道を まっすぐに直
すことができます。ピリピ 1章 27 節「ただ１つ。キリストの福音にふさ
わしく生活しなさい。～あなたがたは霊を１つにしてしっかりと立ち、心
を１つにして福音の信仰のために、ともに奮闘しており、また、どんなこ
とがあっても、反対者たちに驚かされることはないと。」18人の方が洗礼
を受けたとお聞きしました。本当におめでとうございます。時には曲がる
こともあるけど、神様が導かれるまっすぐな道を、共に歩みましょう。

詩篇145篇～箴言1章

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　「箴言」という標題は「ことわざ」とか「格言」という
意味で使われています。賢者が人間生活や自然現象など
を観察して得た知恵や知識に基づいて 語った言葉であり、
簡潔な表現を用いて、人の心を打つような道徳的あるい
は霊的真理を語っています。箴言の中には 2 行から成る
対句が多く見出され ています。この形式は大別すると 2
種に分けられます。1 つは、第 1 行の意味と第 2 行の意
味が対立することにより、互いにその意味を強調するも
ので、その一例として 10：1 をみます。「知恵のある子は
父を喜ばせ、／愚かな子は母の悲しみである」この場合、
「知恵のある子」と「愚かな子」が 対立し、「父」と「母」
が対立し、「喜ばせ」と「悲しみである」が対立する。こ
のような対句は非常に多く見出されます。もう 1 つは、1
行目の意味を 2 行目が補足して十分な意味とするもので
す。その一例として 16：16 をみます。「知恵を得ることは、
黄金を得るよりはるかにまさる／悟りを得 ることは銀を
得るよりも望ましい」この場合は「知恵を得ること」と「悟
りを得ること」、「黄金を得る」と「銀を得る」、「はるか
にまさる」と「望 ましい」が、対立ではなく、並行して
互いにその意味を補い合い、強調しているのが分かりま
す。このようなことに注目しながら読み進めていきましょ 
う。
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　　　私たちの周りにある法則とは
私たちの世界には法則がたくさんあります。地球の中心にひきつ
ける力である “重力”。水などに浮く力である “浮力”。その法則
に対して反発する力を使ってバランスを取っているものもありま
す。飛行機はこの重力と機体を上に上げる揚力というものと推進
力と抗力の４つのバランスによって飛んでいます。重力の法則に
反してパラシュートやハングライダーなどを使えば浮いたり、飛
んだりすることができるように、私たちもこの世の当たり前の法
則から抜け出すことができます。また私たちの世界には時代によっ
て様々なルールがあります。イエスキリストがこの地上にいた頃
は祭司や律法学者たちは伝承律法というものがあり、旧約聖書以
外にも様々なルールを作っていました。イエスキリストはそのルー
ルをことごとく壊していきました。私たちも教会に来た時、今ま
で生きてきたルールは間違っているのではないかと疑問をもつこ
とになります。それはなぜでしょうか。神様は今までの生き方で
はこの世の法則に従い自分に傷を負うような法則の中で生きるの
ではなく、新しい法則で傷つかないような生き方をしてほしいと
願っているからです。ですからタイトルとしてこのような言い方
もできます。「あなたはどちらの法則で生きますか？～罪と死？命
と御霊？～これはローマ書全体に書かれているテーマのようなも
のです。
　　私たちの法則を壊しましょう。
私たちは職場、家庭など置かれた場所で花を開かせるため
に教会に来ているのです。つぼみのままでいてはいけない
のです。例えその場所が嫌だと感じる場所だとしても私た
ちがそこに存在する意味があるのです。私たちは逃げては
いけないのです。逃げた後、そこに残された人もいるとい
うことを考えなければなりません。ですから私たちは神様
がそこに遣わしているということを確信して歩んでいきま
しょう。私たちはそこで何をすれば良いのでしょうか。そ
れは私たちに与えられている良いものを御霊によって守り
保つようにいっているのです。私たちに与えられている良
いものをこの世の法則は壊していきます。私はダメと周り
との比較によって劣等感を感じさせていきます。しかし私
たちは周りの人と同じように造られたのではありません。
ですから考え方、感じ方など全く違うのです。この世の法
則では私たちの個性などは消されていくのです。神様はそ
のように創造したのではありません。ですからこの世の法
則ではなく、命と御霊による新しい法則にて歩んでいきま
しょう。

　士師サムソンは･･･
士師であるサムソンはナジル人でした。ナジル人とは神様に誓願
を立てた人のことです。それは神様の前に潔くいきることを誓っ
た人のことをさしています。しかしサムソンは自分の欲によって
潔く生きることができませんでした。敵であるペリシテ人の遊女
に溺れてしまった故に、サムソンは髪を剃られナジル人の誓願が
破られ、神の力を失ってしまいました。そして敵に捕まり辱めを
受けることになりました。しかしサムソンはそのような中で神に
悔い改めてペリシテ人の前で神の力を取り戻し、役目を果たしな
がら召されていきました。私たちの人生においてもこのように神
様から大事にしなければならないことを敵に誘惑され、捨ててし
まう可能性があります。２番目のものが１番目を狙っているよう
なものです。これはこの世の法則です。私たちはいつも注意しな
ければなりません。私たちは大事なものは「オンリーワン」にし
ないで「ナンバーワン」のような比較対象にしてしまうのです。
これが罠です。私たちは他人と比べ、そして自分の過去と比較し
ていくことは止めましょう。

　　私たちには役割があります。
私たちには神様から与えられている役割があります。しかしそれ
を阻止する敵もいるのです。妥協させたり、忘れさせたり、誘惑
したりするのです。私たちは置かれた場所から逃げないようにし
ましょう。それは私たちでしか、できないことがあるからです。
私たちにとって役割を果たせなくすることの中に「人のせい」と
いうものがあります。自らを省みることなく、周りに責任を押し
付けているのです。そうならないために私たちの内側が強くなり、
主にあって熱くならなければなりません。「神が私たちに与えてく
ださったものは、おくびょうの霊ではなく、力と愛と慎みとの霊

です。（Ⅱテモ１：７）」私たちは役割を果たしていくために、悪
い状況に陥りそうになった時こそ、神様から与えたれた力と愛と
慎みの霊によって戦い、感情的な行動に打ち勝たなければいけま
せん。

　　大切なものを奪う２番目のもの
私たちは１番大切なものを守っていかなくてはいけません。その
ために２番目のものを壊さなくてはいけません。１番大切なもの
は２番目と対比させるものではありません。それは別格です。同
じ土俵に上がらせないようにしなければいけないのです。私たち
にとって大事なもの神様の愛、自分の目的をしっかりと持ち保っ
ていきましょう。

　　感謝が当たり前になるとき
　私たちにとって感謝であったことが今は感謝ではなく、当たり
前になってしまうことがあります。全世界を見渡すと私たちの中
にある不満は不満でなくなってくると思います。子どもの絵本に
「ぼくがラーメンを食べた時」というものがあります。私たちが生
活している時間、同じように生活している世界の子どもたちがど
のようにしているのかということを表しています。その中には働
いている子どもが描かれていたり、倒れてしまった子どもも描か
れています。私たちは日々、求めるだけになっていないでしょうか。
そして自分が満たされた時、隣には満たされない人もいるかもし
れないということを考えなくてはいけないのです。日本では教会
に自由に出入りできます。世界には教会に出入りするにも命がけ
という国もあるのです。私たちは感謝を見つけ続けていきましょ
う。そして当たり前にしないようにしましょう。

　　頑な、プライドが出たとき！！
　　偽りが隠されている
私たちはプライドが出てくると素直に間違いを認めることができ
なくなります。自分の間違えに素直に認められなくなったら自分
を偽ることになります。その時には自分の良いところが輝くこと
などありません。神様は私たちに与えている良いものを保ちなさ
いと命令しているのです。私たちはイエス様の御丈にまで成長す
ることを言われていますが、それを達することは難しいと思いま
す。しかしイエス様の一部分であれば、近づくことができるので
はないかと思います。そのためにも私たちが偽ったままでは成し
遂げることができません。私たちは１つとなってイエス様を表す
共同体です。一人ひとりが自分の役目を果たさなければ成り立た
ないのです。私たちの中にある良いものを保ちましょう。気をつ
けなければならないのが、私たちの感情です。この感情が感情的
になり暴走すると良いものを壊していきます。この感情的な状況
になると、頑なさやプライドが出てくるのです。私たちは偽りの
心で正しいことはできません。

（要約者：平澤　一浩）

「良いものを守る」

御言葉　聖霊に生きる！！

私たちにとって大事なことは御言葉に帰ることです。聖書には
私たちが間違った行動をしないようにする言葉で満ちていま
す。そして聖霊は私たちの心に語りかけて正しい判断ができる
ようにしてくれているのです。御言葉は私たちの感情をコント
ロールしてくれます。聖霊は私たちの心に力を与えてくれます。
ですから罪と死の力によって生きるのではなく命と御霊の力に
よって歩んでいきましょう。御言葉を読み、心に蓄えて、聖霊
が心に語りかけてくれる声に従い仲良く歩んでいけるようにし
ましょう。
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